
＜
＞

倉
庫
業
法
第
三
条
の
登
録
の
基
準
等
に
関
す
る
告
示
（
平
成
十
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第
四
十
三
号

改
正

平
成
十
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
九
十
五
号

平
成
十
六
年
国
土
交
通
省
告
示
第
百
四
十
九
号

平
成
二
十
七
年
国
土
交
通
省
告
示
第
六
百
九
十
二
号

（
登
録
申
請
書
に
添
付
す
べ
き
書
類
）

第
一
条

倉
庫
業
法
施
行
規
則
（
以
下
単
に
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条

第
二
項
第
一
号
ハ
の
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
書
類
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

一

次
の
表
の
上
欄
に
定
め
る
倉
庫
の
種
類
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
書
類

規
則
第
三
条
第

一

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百

一
号
の
一
類
倉

一
号
）
第
六
条
第
一
項
各
号
に
該
当
す
る
倉
庫

庫
、
規
則
第
三

に
あ
っ
て
は
、
当
該
倉
庫
に
係
る
同
法
第
七
条

条
第
二
号
の
二

第
五
項
の
検
査
済
証
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
書
類

類
倉
庫
、
規
則

（
以
下
「
検
査
済
証
等
」
と
い
う
。
）

第
三
条
第
三
号

二

矩
計
図
そ
の
他
の
倉
庫
の
屋
根
、
軸
組
み
、

の
三
類
倉
庫
及

外
壁
及
び
荷
ず
り
並
び
に
床
の
構
造
の
詳
細
を

び
規
則
第
三
条

記
載
し
た
書
類

第
六
号
の
貯
蔵

三

建
具
表
、
建
具
キ
ー
プ
ラ
ン
そ
の
他
の
倉
庫

槽
倉
庫

に
設
け
ら
れ
た
建
具
の
構
造
の
詳
細
及
び
そ
の

位
置
を
記
載
し
た
書
類

四

構
造
材
の
仕
様
書
そ
の
他
の
倉
庫
の
軸
組
み

、
外
壁
及
び
荷
ず
り
並
び
に
床
の
強
度
が
規
則

第
三
条
の
四
第
二
項
第
二
号
の
基
準
に
適
合
し

て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

五

熱
貫
流
率
の
計
算
書
、
構
造
材
の
仕
様
書
そ

の
他
の
倉
庫
（
規
則
第
三
条
第
三
号
の
三
類
倉

庫
を
除
く
。
）
の
施
設
が
規
則
第
三
条
の
四
第

二
項
第
五
号
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を

証
す
る
書
類

六

照
明
配
置
図
、
照
明
装
置
の
仕
様
書
そ
の
他

の
倉
庫
に
設
け
ら
れ
た
照
明
装
置
の
仕
様
の
詳

細
及
び
そ
の
位
置
を
記
載
し
た
書
類

規
則
第
三
条
第

照
明
配
置
図
、
照
明
装
置
の
仕
様
書
そ
の
他
の

四
号
の
野
積
倉

倉
庫
に
設
け
ら
れ
た
照
明
装
置
の
仕
様
の
詳
細
及

庫
及
び
規
則
第

び
そ
の
位
置
を
記
載
し
た
書
類

三
条
第
五
号
の

水
面
倉
庫

規
則
第
三
条
第

一

建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
各
号
に
該
当
す

七
号
の
危
険
品

る
工
作
物
で
あ
る
倉
庫
に
あ
っ
て
は
、
当
該
倉

倉
庫

庫
に
係
る
検
査
済
証
等

二

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六

号
）
第
二
条
第
七
項
の
危
険
物
（
以
下
単
に
「

危
険
物
」
と
い
う
。
）
を
保
管
す
る
倉
庫
に
あ

っ
て
は
、
同
法
第
十
一
条
の
規
定
に
適
合
し
て



い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

三

高
圧
ガ
ス
保
安
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第

二
百
四
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
高
圧
ガ
ス
（

以
下
単
に
「
高
圧
ガ
ス
」
と
い
う
。
）
を
保
管

す
る
倉
庫
に
あ
っ
て
は
、
同
法
第
十
六
条
第
一

項
又
は
同
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

四

液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の

適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律

第
百
四
十
九
号
。
以
下
「
液
化
石
油
ガ
ス
保
安

法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

液
化
石
油
ガ
ス
（
以
下
単
に
「
液
化
石
油
ガ
ス

」
と
い
う
。
）
を
保
管
す
る
倉
庫
に
あ
っ
て
は

、
同
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て

い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

五

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
（
昭
和

五
十
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
二
条
第
四
号
に

規
定
す
る
第
一
種
事
業
所
（
石
油
貯
蔵
所
等
を

設
置
す
る
事
業
所
で
あ
り
、
か
つ
、
高
圧
ガ
ス

保
安
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を

受
け
る
必
要
の
あ
る
事
業
所
で
あ
る
も
の
に
限

る
。
）
で
あ
る
倉
庫
に
あ
っ
て
は
、
同
法
第
五

条
第
一
項
の
規
定
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証

す
る
書
類

六

矩
計
図
そ
の
他
の
倉
庫
の
屋
根
、
軸
組
み
、

外
壁
及
び
荷
ず
り
並
び
に
床
の
構
造
の
詳
細
を

記
載
し
た
書
類

七

建
具
表
、
建
具
キ
ー
プ
ラ
ン
そ
の
他
の
倉
庫

に
設
け
ら
れ
た
建
具
の
構
造
の
詳
細
及
び
そ
の

位
置
を
記
載
し
た
書
類

八

照
明
配
置
図
、
照
明
装
置
の
仕
様
書
そ
の
他

の
倉
庫
に
設
け
ら
れ
た
照
明
装
置
の
仕
様
の
詳

細
及
び
そ
の
位
置
を
記
載
し
た
書
類

規
則
第
三
条
第

一

建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
各
号
に
該
当
す

八
号
の
冷
蔵
倉

る
倉
庫
に
あ
っ
て
は
、
当
該
倉
庫
に
係
る
検
査

庫

済
証
等

二

当
該
倉
庫
に
設
け
ら
れ
た
冷
蔵
設
備
が
高
圧

ガ
ス
を
使
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
高
圧
ガ

ス
保
安
法
第
五
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定

に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

三

食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百

三
十
三
号
）
第
四
条
第
一
号
の
食
品
を
保
管
す

る
倉
庫
に
あ
っ
て
は
、
食
品
衛
生
法
施
行
令
（

昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
二
十
九
号
）
第
三

十
五
条
第
十
七
号
に
掲
げ
る
営
業
に
係
る
食
品

衛
生
法
第
五
十
二
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て

い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

四

矩
計
図
そ
の
他
の
倉
庫
の
屋
根
、
軸
組
み
、

外
壁
及
び
荷
ず
り
並
び
に
床
の
構
造
の
詳
細
を
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記
載
し
た
書
類

五

建
具
表
、
建
具
キ
ー
プ
ラ
ン
そ
の
他
の
倉
庫

に
設
け
ら
れ
た
建
具
の
構
造
の
詳
細
及
び
そ
の

位
置
を
記
載
し
た
書
類

六

構
造
材
の
仕
様
書
そ
の
他
の
倉
庫
の
軸
組
み

、
外
壁
及
び
荷
ず
り
並
び
に
床
の
強
度
が
規
則

第
三
条
の
四
第
二
項
第
二
号
の
基
準
に
適
合
し

て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

七

照
明
配
置
図
、
照
明
装
置
の
仕
様
書
そ
の
他

の
倉
庫
に
設
け
ら
れ
た
照
明
装
置
の
仕
様
の
詳

細
及
び
そ
の
位
置
を
記
載
し
た
書
類

八

当
該
倉
庫
に
設
け
ら
れ
た
冷
蔵
設
備
の
仕
様

書
、
実
証
実
験
の
結
果
を
記
載
し
た
書
類
そ
の

他
の
当
該
倉
庫
が
規
則
第
三
条
の
十
一
第
二
項

第
三
号
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証
す

る
書
類

二

規
則
第
二
条
第
二
項
第
一
号
（
ハ
及
び
ヘ
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
書

類
及
び
前
号
に
規
定
す
る
書
類
の
み
で
は
規
則
第
三
条
の
三
か
ら
第
三

条
の
十
二
に
規
定
す
る
基
準
へ
の
適
合
性
を
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
限
度
内
で
別
途
国
土
交
通
大

臣
又
は
地
方
運
輸
局
長
が
指
定
す
る
書
類

（
倉
庫
の
施
設
及
び
設
備
に
関
す
る
法
令
の
規
定
）

第
二
条

規
則
第
三
条
の
三
第
二
号
の
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
法
令
の
規

定
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

規
則
第
三
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
倉
庫

で
あ
っ
て
、
建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
各
号
に
該
当
す
る
も
の
に
あ

っ
て
は
、
建
築
基
準
法

二

規
則
第
三
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
倉
庫

で
あ
っ
て
、
建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
各
号
に
該
当
し
な
い
も
の
又

は
規
則
第
三
条
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
に
掲
げ
る
倉
庫
に
あ
っ
て
は

、
消
防
法
第
十
七
条
第
一
項
並
び
に
港
湾
法
第
四
十
条
第
一
項
及
び
都

市
計
画
法
第
二
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項

三

第
三
条
第
七
号
に
規
定
す
る
倉
庫
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
規
定

イ

建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
各
号
に
該
当
す
る
工
作
物
で
あ
る
倉

庫
に
あ
っ
て
は
、
建
築
基
準
法

ロ

建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
各
号
に
該
当
し
な
い
工
作
物
又
は
土

地
で
あ
る
倉
庫
に
あ
っ
て
は
、
消
防
法
第
十
七
条
第
一
項
並
び
に
港

湾
法
第
四
十
条
第
一
項
及
び
都
市
計
画
法
第
二
十
九
条
第
一
項
又
は

第
二
項

ハ

危
険
物
を
保
管
す
る
倉
庫
に
あ
っ
て
は
、
消
防
法
第
十
一
条

ニ

高
圧
ガ
ス
を
保
管
す
る
倉
庫
に
あ
っ
て
は
、
高
圧
ガ
ス
保
安
法
第

十
六
条
第
一
項
又
は
同
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項

ホ

液
化
石
油
ガ
ス
を
保
管
す
る
倉
庫
に
あ
っ
て
は
、
液
化
石
油
ガ
ス

保
安
法
第
三
十
六
条
第
一
項

ヘ

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る

第
一
種
事
業
所
で
あ
る
倉
庫
に
あ
っ
て
は
、
同
法
第
五
条
第
一
項

四

第
三
条
第
八
号
に
掲
げ
る
倉
庫
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
規
定

イ

建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
各
号
に
該
当
す
る
倉
庫
に
あ
っ
て
は

、
建
築
基
準
法
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ロ

建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
各
号
に
該
当
し
な
い
倉
庫
に
あ
っ
て

は
、
消
防
法
第
十
七
条
第
一
項
並
び
に
港
湾
法
第
四
十
条
第
一
項
及

び
都
市
計
画
法
第
二
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項

ハ

高
圧
ガ
ス
保
安
法
第
五
条
第
一
項
又
は
第
二
項

ニ

食
品
衛
生
法
第
四
条
第
一
号
の
食
品
を
保
管
す
る
倉
庫
に
あ
っ
て

は
、
同
法
第
五
十
二
条
第
一
項

（
一
類
倉
庫
の
軸
組
み
、
外
壁
又
は
荷
ず
り
及
び
床
の
強
度
）

第
三
条

規
則
第
三
条
の
四
第
二
項
第
二
号
の
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
軸

組
み
、
外
壁
又
は
荷
ず
り
の
強
度
の
基
準
は
、
一
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り

二
千
五
百
ニ
ュ
ー
ト
ン
以
上
の
荷
重
に
耐
え
る
強
度
を
有
す
る
こ
と
と
す

る
。
た
だ
し
、
ラ
ッ
ク
保
管
を
行
っ
て
い
る
場
合
、
外
壁
付
近
に
貨
物
を

配
置
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
等
荷
崩
れ
の
お
そ
れ
の
な
い
措

置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

規
則
第
三
条
の
四
第
二
項
第
二
号
の
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
床
の
強

度
の
基
準
は
、
一
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
三
千
九
百
ニ
ュ
ー
ト
ン
以
上
の

積
載
荷
重
に
耐
え
る
強
度
を
有
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
一
類
倉
庫
の
防
水
措
置
）

第
四
条

規
則
第
三
条
の
四
第
二
項
第
三
号
の
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
構

造
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

屋
根
の
構
造
に
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
。

イ

波
型
鉄
板
葺
、
瓦
棒
葺
、
折
板
構
造
、
ル
ー
フ
デ
ッ
キ
構
造
（
瓦

棒
型
ル
ー
フ
デ
ッ
キ
を
含
む
。
）
等
の
金
属
板
葺
の
も
の

ロ

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板
、
軽
量

気
泡
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板
等
で
造
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
有
効
な
防
水

措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

ハ

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
に
倉
庫

内
へ
の
水
の
浸
透
の
防
止
上
有
効
な
構
造
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も

の

二

外
壁
の
構
造
に
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
。

イ

波
形
鉄
板
そ
の
他
の
金
属
板
張
の
も
の

ロ

モ
ル
タ
ル
塗
の
も
の
で
、
下
地
に
ラ
ス
シ
ー
ト
そ
の
他
の
鉄
板
を

全
面
的
に
使
用
し
た
も
の
又
は
鉄
網
モ
ル
タ
ル
塗
の
も
の
で
、
裏
面

に
下
地
板
及
び
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
フ
ェ
ル
ト
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
ル
ー
フ

ィ
ン
グ
そ
の
他
の
防
水
紙
を
張
っ
た
も
の

ハ

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
も
の
で
表
面
に
有
効
な
防
水
措
置
を
施

し
て
あ
る
も
の
又
は
金
属
系
複
合
板
張
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ

ー
ト
板
張
若
し
く
は
軽
量
気
泡
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板
張
、
プ
レ
キ
ャ
ス

ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板
張
若
し
く
は
軽
量
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板
張
（
表
面

に
有
効
な
防
水
措
置
を
施
し
て
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
も
の
で
、

各
接
合
部
分
に
有
効
な
防
水
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ

る
も
の

ニ

イ
、
ロ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
に

倉
庫
内
へ
の
水
の
浸
透
の
防
止
上
有
効
な
構
造
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
も
の

２

規
則
第
三
条
の
四
第
二
項
第
三
号
の
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
設
備
の

基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

雨
水
を
有
効
に
排
出
で
き
る
雨
樋
を
有
す
る
こ
と
。

二

倉
庫
又
は
倉
庫
と
隣
接
し
て
設
け
ら
れ
た
設
備
（
倉
庫
と
区
画
さ
れ

て
い
な
い
も
の
に
限
る
。
）
の
内
部
（
以
下
「
倉
庫
内
等
」
と
い
う
。

）
に
樋
及
び
こ
れ
に
伴
う
排
水
路
並
び
に
水
を
使
用
す
る
設
備
が
設
け
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ら
れ
て
い
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
次
の
基
準
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

イ

谷
樋
に
あ
っ
て
は
、
十
分
な
水
勾
配
が
と
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
、

溢
水
を
防
ぐ
た
め
十
分
な
防
水
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ

水
を
使
用
す
る
設
備
の
周
囲
に
堰
が
設
け
ら
れ
て
い
る
等
当
該
設

せ
き

備
か
ら
倉
庫
内
等
へ
水
が
浸
透
し
な
い
よ
う
適
切
な
措
置
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
こ
と
。

ハ

竪
樋
又
は
水
を
使
用
す
る
設
備
に
付
随
す
る
給
水
又
は
排
水
の
た

め
の
配
管
（
倉
庫
内
等
に
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
に
あ

っ
て
は
、
鋼
管
、
硬
質
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
管
そ
の
他
の
こ
れ
ら
と
同
等

の
材
質
の
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
結
露
防
止
の
た
め
の
防
露
被
覆
が

施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ

樋
又
は
水
を
使
用
す
る
設
備
に
付
随
す
る
排
水
路
（
倉
庫
内
等
に

設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
に
あ
っ
て
は
、
十
分
な
水
勾
配

が
と
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
耐
重
型
の
蓋
の
備
付
け
、
地
下
埋
設

等
溢
水
防
止
の
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（
一
類
倉
庫
の
床
の
防
湿
措
置
）

第
五
条

規
則
第
三
条
の
四
第
二
項
第
四
号
の
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
防

湿
措
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

床
面
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二

床
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
下

に
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム
等
の
防
水
シ
ー
ト
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
又
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
表
面
に
金
ご
て
押
え
等
に
よ
り
有
効

な
防
湿
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

三

床
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板
敷
又
は
煉
瓦
敷
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
有
効

な
防
湿
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

四

床
が
板
敷
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
床
組
部
分
の
通
風
の
た
め
、
床
下

換
気
孔
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
に
土
地
か
ら

の
水
分
の
浸
透
及
び
床
面
の
結
露
の
防
止
上
有
効
な
構
造
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（
一
類
倉
庫
の
遮
熱
措
置
）

第
六
条

規
則
第
三
条
の
四
第
二
項
第
五
号
の
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
遮

熱
措
置
は
、
屋
根
、
外
壁
及
び
開
口
部
の
熱
貫
流
率
の
平
均
値
が
一
平
方

メ
ー
ト
ル
一
度
に
つ
き
四
・
六
五
ワ
ッ
ト
以
下
と
な
る
よ
う
に
措
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
す
る
。

（
一
類
倉
庫
の
耐
火
性
能
又
は
防
火
性
能
）

第
七
条

規
則
第
三
条
の
四
第
二
項
第
六
号
の
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
基

準
は
、
倉
庫
の
設
け
ら
れ
て
い
る
建
物
が
建
築
基
準
法
第
二
条
第
八
号
に

定
め
る
防
火
構
造
（
以
下
単
に
「
防
火
構
造
」
と
い
う
。
）
で
、
そ
の
外

壁
の
う
ち
同
法
第
二
条
第
六
号
に
定
め
る
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に

設
け
ら
れ
た
開
口
部
に
同
法
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ
に
定
め
る
防
火
設
備

（
防
火
戸
に
限
る
。
以
下
次
条
に
お
い
て
「
防
火
設
備
」
と
い
う
。
）
を

有
す
る
こ
と
、
又
は
同
法
第
二
条
第
九
号
の
二
に
定
め
る
耐
火
建
築
物
（

以
下
単
に
「
耐
火
建
築
物
」
と
い
う
。
）
若
し
く
は
同
法
第
二
条
第
九
号

の
三
に
定
め
る
準
耐
火
建
築
物
（
以
下
単
に
「
準
耐
火
建
築
物
」
と
い
う
。

）
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
一
類
倉
庫
の
災
害
防
止
上
有
効
な
構
造
又
は
設
備
等
）

第
八
条

規
則
第
三
条
の
四
第
二
項
第
七
号
の
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
施

設
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
倉
庫
と
当
該
施
設
と
の
間
に
災
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害
防
止
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
立
し
た
工
作
物
（
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
等
の
堅
固
な
構
造
を
有
す
る
も
の
で
、
倉
庫
の
外
壁
、
軒
裏

及
び
屋
根
を
全
て
防
護
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。
）
が
設
け
ら

れ
て
い
る
も
の
又
は
当
該
施
設
の
屋
根
及
び
外
壁
が
耐
火
構
造
で
あ
り
、

か
つ
、
倉
庫
に
面
す
る
外
壁
に
設
け
ら
れ
た
開
口
部
に
防
火
設
備
を
有
す

る
も
の
を
除
く
。

一

建
築
基
準
法
第
二
条
第
四
号
の
居
室
を
有
す
る
施
設
（
次
号
及
び
第

三
号
に
掲
げ
る
施
設
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
倉
庫
の
外
壁
か
ら
三
メ
ー

ト
ル
未
満
の
範
囲
に
存
在
す
る
も
の
（
以
下
「
火
気
取
扱
施
設
」
と
い

う
。
）

二

工
場
、
ご
み
焼
却
場
等
の
業
務
上
火
気
を
使
用
す
る
施
設
（
次
号
に

掲
げ
る
施
設
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
倉
庫
の
外
壁
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
未

満
の
範
囲
に
存
在
す
る
も
の
（
以
下
「
業
務
上
火
気
取
扱
施
設
」
と
い

う
。
）

三

消
防
法
第
二
条
第
七
項
に
定
め
る
危
険
物
の
製
造
所
、
貯
蔵
所
及
び

取
扱
所
、
高
圧
ガ
ス
保
安
法
第
二
条
に
定
め
る
高
圧
ガ
ス
の
製
造
所
（

冷
凍
の
た
め
の
も
の
を
除
く
。
）
、
販
売
所
及
び
貯
蔵
所
又
は
火
薬
類

取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
二
条
に
定
め
る
火

薬
類
の
製
造
所
及
び
貯
蔵
所
で
あ
っ
て
倉
庫
の
外
壁
か
ら
十
メ
ー
ト
ル

未
満
の
範
囲
に
存
在
す
る
も
の
（
以
下
「
危
険
物
等
取
扱
施
設
」
と
い

う
。
）

２

規
則
第
三
条
の
四
第
二
項
第
七
号
の
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
構
造
又

は
設
備
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

付
近
に
前
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
規
定
す
る
施
設
が
存
在
す
る
倉

庫
に
あ
っ
て
は
、
当
該
施
設
に
面
す
る
倉
庫
の
外
壁
の
う
ち
次
図
に
示

す
部
分
を
防
火
構
造
と
し
、
か
つ
、
当
該
部
分
に
設
け
ら
れ
た
開
口
部

に
防
火
設
備
を
有
す
る
こ
と
。

二

付
近
に
前
項
第
三
号
に
規
定
す
る
施
設
が
存
在
す
る
倉
庫
に
あ
っ
て

は
、
当
該
施
設
に
面
す
る
倉
庫
の
外
壁
の
う
ち
次
図
※
に
示
す
部
分
を

建
築
基
準
法
第
二
条
第
七
号
に
定
め
る
耐
火
構
造
（
以
下
単
に
「
耐
火

構
造
」
と
い
う
。
）
又
は
同
法
第
二
条
第
七
号
の
二
に
定
め
る
準
耐
火

構
造
（
以
下
単
に
「
準
耐
火
構
造
」
と
い
う
。
）
と
し
、
か
つ
、
当
該

部
分
に
設
け
ら
れ
た
開
口
部
に
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年

政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
第
百
十
二
条
第
一
項
の
特
定
防
火
設
備
（
同

条
第
十
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
構
造
の
防
火
戸
に
限
る
。
以
下
単
に

「
特
定
防
火
設
備
」
と
い
う
。
）
を
有
す
る
こ
と
。

（
※
「
次
図
」
は
、
※
１
参
照
）

（
一
類
倉
庫
の
防
火
区
画
）

第
九
条

規
則
第
三
条
の
四
第
二
項
第
八
号
に
規
定
す
る
施
設
は
、
次
の
と

お
り
区
画
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

倉
庫
の
設
け
ら
れ
て
い
る
建
物
が
耐
火
建
築
物
又
は
準
耐
火
建
築
物

で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
火
気
を
使
用
す
る
施
設
又
は
危
険
物
等
を

取
り
扱
う
施
設
が
建
築
基
準
法
施
行
令
第
百
十
二
条
第
十
項
、
第
十
一

項
、
第
十
五
項
及
び
第
十
六
項
並
び
に
同
令
第
百
二
十
九
条
の
二
の
三

第
一
項
第
一
号
ロ
の
基
準
に
適
合
す
る
準
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
壁

又
は
特
定
防
火
設
備
に
よ
り
区
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二

倉
庫
の
設
け
ら
れ
て
い
る
建
物
が
耐
火
建
築
物
又
は
準
耐
火
建
築
物

以
外
の
建
築
物
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
火
気
を
使
用
す
る
施
設
又
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は
危
険
物
等
を
取
り
扱
う
施
設
が
建
築
基
準
法
施
行
令
第
百
十
三
条
第

一
項
の
基
準
に
適
合
す
る
防
火
壁
に
よ
り
区
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（
一
類
倉
庫
の
防
犯
措
置
）

第
十
条

規
則
第
三
条
の
四
第
二
項
第
十
号
の
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
構

造
及
び
設
備
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

出
入
口
に
扉
を
有
し
、
か
つ
、
錠
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

二

侵
入
の
お
そ
れ
の
あ
る
開
口
部
に
は
鉄
格
子
を
設
け
る
等
当
該
開
口

部
か
ら
の
侵
入
を
防
ぐ
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

三

夜
間
、
倉
庫
の
出
入
口
に
お
い
て
二
ル
ク
ス
以
上
の
照
度
が
確
保
で

き
る
よ
う
に
屋
外
に
照
明
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

四

倉
庫
に
お
け
る
盗
難
、
火
災
等
の
事
故
の
発
生
を
警
戒
し
、
防
止
す

る
た
め
、
警
備
業
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
二
条
第
五

項
に
定
め
る
警
備
業
務
用
機
械
装
置
の
設
置
そ
の
他
こ
れ
と
同
等
以
上

の
警
備
体
制
を
有
す
る
こ
と
。

五

倉
庫
が
設
け
ら
れ
て
い
る
建
物
内
に
、
当
該
倉
庫
（
倉
庫
が
相
互
に

直
接
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
区
画
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
そ
の
区
画
さ
れ
た
部
分
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
隣
接
し
て
当
該
倉
庫
の
事
業
の
用
に
供
し
な
い
部
分
（
以
下
「
隣
接

部
分
」
と
い
う
。
）
が
存
在
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
部
分
か
ら

倉
庫
又
は
倉
庫
に
付
随
す
る
施
設
に
直
接
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い

よ
う
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
隣
接
部
分
を
当
該

倉
庫
に
係
る
寄
託
者
の
用
に
供
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

（
一
類
倉
庫
の
防
そ
措
置
）

第
十
一
条

規
則
第
三
条
の
四
第
二
項
第
十
一
号
の
国
土
交
通
大
臣
の
定
め

る
設
備
は
、
地
窓
及
び
下
水
管
又
は
下
水
溝
に
通
じ
る
部
分
に
設
け
ら
れ

た
金
網
等
の
ね
ず
み
の
侵
入
を
防
止
す
る
設
備
及
び
出
入
口
に
設
け
ら
れ

た
閉
鎖
時
に
ね
ず
み
の
侵
入
を
防
止
す
る
設
備
と
す
る
。

（
三
類
倉
庫
の
特
例
）

第
十
二
条

規
則
第
三
条
の
六
第
二
項
た
だ
し
書
き
に
規
定
す
る
倉
庫
に
係

る
基
準
は
、
次
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一

規
則
第
三
条
の
四
第
二
項
（
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
、
第
八
号
、

第
十
号
及
び
第
十
一
号
を
除
く
。
）
の
規
定
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

二

壁
の
設
け
ら
れ
た
部
分
に
限
り
、
規
則
第
三
条
の
四
第
二
項
第
二
号

の
規
定
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

三

当
該
倉
庫
の
設
け
ら
れ
て
い
る
建
物
内
に
設
け
ら
れ
た
火
気
使
用
施

設
、
業
務
上
火
気
使
用
施
設
又
は
危
険
物
等
取
扱
施
設
が
不
燃
材
料
の

壁
若
し
く
は
建
築
基
準
法
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ
に
定
め
る
防
火
設
備

又
は
床
に
よ
り
区
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四

第
十
条
第
三
号
及
び
第
四
号
に
規
定
す
る
防
犯
措
置
が
と
ら
れ
て
い

る
こ
と
。

（
野
積
倉
庫
の
防
護
施
設
）

第
十
三
条

規
則
第
三
条
の
七
第
二
項
第
二
号
の
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る

防
護
施
設
は
、
塀
、
柵
、
格
子
、
鉄
条
網
等
の
遮
蔽
物
（
一
・
五
メ
ー
ト

ル
以
上
の
高
さ
を
有
し
、
容
易
に
破
壊
で
き
な
い
強
度
を
有
す
る
も
の
に

限
る
。
）
又
は
岸
壁
で
あ
っ
て
最
高
水
面
か
ら
一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の

高
さ
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

（
野
積
倉
庫
の
照
明
装
置
）

第
十
四
条

野
積
倉
庫
の
照
明
装
置
は
、
夜
間
、
倉
庫
の
周
囲
に
お
い
て
二

ル
ク
ス
以
上
の
照
度
が
確
保
で
き
る
も
の
と
す
る
。
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（
建
物
の
屋
上
を
野
積
倉
庫
と
し
て
用
い
る
場
合
の
屋
上
の
床
の
強
度
）

第
十
五
条

規
則
第
三
条
の
七
第
二
項
第
四
号
の
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る

基
準
は
、
一
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
三
千
九
百
ニ
ュ
ー
ト
ン
以
上
の
積
載

荷
重
に
耐
え
る
強
度
を
有
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
水
面
倉
庫
の
防
護
施
設
）

第
十
六
条

規
則
第
三
条
の
八
第
二
項
第
一
号
の
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る

工
作
物
は
、
築
堤
、
網
羽
（
く
い
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限

あ

ば

る
。
）
そ
の
他
の
工
作
物
と
す
る
。

（
水
面
倉
庫
の
照
明
装
置
）

第
十
七
条

水
面
倉
庫
の
照
明
装
置
は
、
夜
間
、
倉
庫
の
周
囲
に
お
い
て
二

ル
ク
ス
以
上
の
照
度
が
確
保
で
き
る
も
の
と
す
る
。

（
貯
蔵
槽
倉
庫
の
周
壁
の
側
面
及
び
底
面
の
強
度
）

第
十
八
条

規
則
第
三
条
の
九
第
二
項
第
二
号
の
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る

周
壁
の
側
面
の
強
度
の
基
準
は
、
一
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
二
千
五
百
ニ

ュ
ー
ト
ン
以
上
の
積
載
荷
重
に
耐
え
る
強
度
を
有
す
る
こ
と
と
す
る
。

２

規
則
第
三
条
の
九
第
二
項
第
二
号
の
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
周
壁
の

底
面
の
強
度
の
基
準
は
、
一
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
三
千
九
百
ニ
ュ
ー
ト

ン
以
上
の
積
載
荷
重
に
耐
え
る
強
度
を
有
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
冷
蔵
倉
庫
の
基
準
）

第
十
九
条

規
則
第
三
条
の
十
一
第
二
項
第
三
号
の
国
土
交
通
大
臣
の
定
め

る
基
準
は
、
次
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一

冷
凍
機
の
冷
凍
能
力
が
当
該
冷
凍
機
に
よ
っ
て
冷
却
さ
れ
る
冷
蔵
室

及
び
こ
れ
と
併
用
冷
却
さ
れ
る
凍
結
装
置
そ
の
他
の
設
備
（
以
下
「
冷

蔵
室
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
熱
損
失
の
合
計
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二

冷
蔵
室
の
冷
却
管
の
全
表
面
積
（
以
下
「
冷
却
面
積
」
と
い
う
。
）

が
当
該
冷
蔵
室
に
係
る
所
要
冷
却
面
積
以
上
で
あ
り
、
間
接
膨
張
に
よ

る
冷
却
方
式
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
ブ
ラ
イ
ン
冷
却
器
の
冷
却
面
積
が

当
該
ブ
ラ
イ
ン
冷
却
器
に
係
る
所
要
冷
却
面
積
以
上
で
あ
る
こ
と
。

２

前
項
第
一
号
の
熱
損
失
の
合
計
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
算
式
に
よ
り

算
出
さ
れ
た
値
の
合
計
と
す
る
。
な
お
、
倉
庫
が
保
管
温
度
の
異
な
る
複

数
の
冷
蔵
室
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
冷

蔵
室
ご
と
の
熱
損
失
を
算
出
し
、
そ
の
合
計
を
も
っ
て
当
該
倉
庫
の
熱
損

失
の
値
と
す
る
。

一

天
井
、
床
、
外
壁
及
び
間
仕
切
壁
（
以
下
「
天
井
等
」
と
い
う
。
）

か
ら
の
熱
の
侵
入
に
よ
る
熱
損
失
に
あ
っ
て
は
、
次
の
算
式
に
よ
り
算

出
さ
れ
た
値
と
す
る
。

＝

（t
t

）

Ｑ
Ｋ
ｄ

－
１

２

こ
の
式
に
お
い
て
、

t

及
びt

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

Ｑ
Ｋ

ｄ
１

２
、

、
、

値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Ｑ

天
井
等
熱
侵
入
量
（
単
位

ワ
ッ
ト
）
の
値

Ｋ

熱
通
過
率
（
単
位

ワ
ッ
ト
毎
平
方
メ
ー
ト
ル
毎
ケ
ル
ビ
ン
）

の
値
で
あ
っ
て
、
一
の
層
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
保
冷
材
又
は
天
井

等
に
あ
っ
て
は
、
次
の
式
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
値
と
し
、
複
数
の

層
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
保
冷
材
又
は
天
井
等
に
あ
っ
て
は
、
各
層

ご
と
の
熱
伝
導
抵
抗
（
次
式
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
熱
通
過
率
の
逆

数
と
す
る
。
）
の
和
の
逆
数
の
値
と
す
る
。

ｄ

天
井
等
の
表
面
積
（
単
位

平
方
メ
ー
ト
ル
）
の
値

外
気
等
の
温
度
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
場
所
ご
と
に
次
表
に

１t
温
度
零
度
の
下
で
の
保
冷
材
又
は
天
井
等
の
熱
伝
導
率
（
単
位
　
ワ
ッ
ト
毎
メ
ー
ト
ル
毎
ケ
ル
ビ
ン
）

熱
通
過
率
＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
冷
材
又
は
天
井
等
の
厚
さ
（
単
位
　
メ
ー
ト
ル
）
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定
め
る
値

天
井
上

四
十
度

床
下
（
防
熱
装
置
が
地
盤

十
五
度

に
接
し
て
い
る
場
合
）

床
下
（
防
熱
装
置
が
地
盤

二
十
五
度

に
接
し
て
い
な
い
場
合
）

外
壁
外

三
十
三
度

間
仕
切
壁
外
（
隣
室
が
冷

当
該
冷
蔵
室
の
級
ご
と
に

蔵
室
の
場
合
）

次
表
に
定
め
る
温
度

間
仕
切
壁
外
（
隣
室
が
冷

十
五
度

蔵
室
以
外
の
場
合
）

冷
蔵
室
の
温
度
で
あ
っ
て
、
冷
蔵
室
の
級
ご
と
に
次
表
に
定
め

２t
る
値

級
（
保
管
温
度
が
マ
イ
ナ
ス
二

３Ｃ度
を
超
え
十
度
以
下
の
も
の
）

零
度

級
（
保
管
温
度
が
マ
イ
ナ
ス
十
度
を
超

マ
イ

２Ｃえ
マ
イ
ナ
ス
二
度
以
下
の
も
の
）

ナ
ス
六
度

級
（
保
管
温
度
が
マ
イ
ナ
ス
二
十
度
を

マ
イ
ナ
ス

１Ｃ超
え
マ
イ
ナ
ス
十
度
以
下
の
も
の
）

十
五
度

級
（
保
管
温
度
が
マ
イ
ナ
ス
三
十
度
を

マ
イ
ナ
ス

１Ｆ超
え
マ
イ
ナ
ス
二
十
度
以
下
の
も
の
）

二
十
五
度

級
（
保
管
温
度
が
マ
イ
ナ
ス
四
十
度
を

マ
イ
ナ
ス

２Ｆ超
え
マ
イ
ナ
ス
三
十
度
以
下
の
も
の
）

三
十
五
度

級
（
保
管
温
度
が
マ
イ
ナ
ス
五
十
度
を

マ
イ
ナ
ス

３Ｆ超
え
マ
イ
ナ
ス
四
十
度
以
下
の
も
の
）

四
十
五
度

級
（
保
管
温
度
が
マ
イ
ナ
ス
五
十
度
以

マ
イ
ナ
ス

４Ｆ下
の
も
の
）

五
十
五
度

二

入
庫
し
た
受
寄
物
を
保
管
温
度
ま
で
冷
却
す
る
た
め
の
熱
損
失
に
あ

っ
て
は
、
次
の
算
式
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
値
と
す
る
。

１
１

Ｑ
Ｃ
Ｔ

－

×

×

＝

（t
t

）

１
２

3
.
6

２
４

こ
の
式
に
お
い
て
、

t

及
びt

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

Ｑ
Ｃ

Ｔ
１

２
、

、
、

値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Ｑ

受
寄
物
を
冷
却
す
る
た
め
の
熱
損
失
（
単
位

ワ
ッ
ト
）
の
値

Ｃ

受
寄
物
の
比
熱
の
値
（
単
位

ワ
ッ
ト
毎
ト
ン
毎
ケ
ル
ビ
ン
）

で
あ
っ
て
、

級
及
び

級
の
冷
蔵
室
に
あ
っ
て
は
、
三
・
三
六

３Ｃ

２Ｃ

と
し
、
そ
れ
以
外
の
冷
蔵
室
に
あ
っ
て
は
、
一
・
六
八
と
す
る
。

Ｔ

一
日
あ
た
り
の
入
庫
貨
物
量
（
単
位

ト
ン
）
の
値
で
あ
っ
て

、
冷
蔵
室
の
収
容
能
力
が
二
千
ト
ン
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、

収
容
能
力
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
冷
蔵
室
の
収
容
能
力
が
二
千
ト
ン

を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
収
容
能
力
の
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト

と
し
て
算
出
す
る
こ
と
と
す
る
。

入
庫
の
際
の
受
寄
物
の
温
度
で
あ
っ
て
、
冷
蔵
室
の
級
ご
と
に

１t
次
表
に
定
め
る
値

級
及
び

級

十
五
度

３Ｃ

２Ｃ

級

マ
イ
ナ
ス
五
度

１Ｃ
級

マ
イ
ナ
ス
十
度

１Ｆ
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級

マ
イ
ナ
ス
二
十
度

２Ｆ
級

マ
イ
ナ
ス
三
十
度

３Ｆ
級

マ
イ
ナ
ス
四
十
度

４Ｆ冷
蔵
室
の
温
度
で
あ
っ
て
、
冷
蔵
室
の
級
ご
と
に
前
号
に
定
め

２t
る
値

三

換
気
に
伴
う
熱
損
失
、
電
動
送
風
機
の
使
用
に
伴
う
熱
損
失
、
作
業

員
が
発
す
る
熱
に
よ
る
熱
損
失
等
の
合
計
に
あ
っ
て
は
、
第
一
号
及
び

第
二
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
熱
損
失
の
合
計
の
四
十

五
パ
ー
セ
ン
ト
（
電
動
送
風
機
の
使
用
に
伴
う
熱
損
失
が
な
い
場
合
に

あ
っ
て
は
、
三
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
値
（
単
位

ワ
ッ
ト
）
と
す
る
。

四

そ
の
他
当
該
冷
蔵
室
と
併
用
冷
却
さ
れ
る
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る

設
備
（
冷
蔵
室
と
同
時
に
運
転
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
有
す
る
場

合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
設
備
の
運
転
に
要
す
る
熱
損
失
の
合
計
に
あ

っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
設
備
ご
と
に
必
要
な
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
値

と
す
る
。

イ

凍
結
装
置

日
産
凍
結
能
力
一
ト
ン
に
つ
き
五
千
七
百
九
十
ワ
ッ

ト
ロ

製
氷
装
置

日
産
製
氷
能
力
一
ト
ン
に
つ
き
六
千
七
百
六
十
ワ
ッ

ト

３

第
一
項
第
二
号
の
冷
蔵
室
に
係
る
所
要
冷
却
面
積
は
、
次
の
算
式
に
よ

り
算
出
さ
れ
た
値
と
す
る
。

Ｑ

＝

Ａ

（t
t

）

Ｋ
－
２

３

こ
の
式
に
お
い
て
、

t

及
びt

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値

Ａ
Ｑ

Ｋ
２

３
、

、
、

を
表
す
も
の
と
す
る
。

Ａ

所
要
冷
却
面
積
（
単
位

平
方
メ
ー
ト
ル
）
の
値

Ｑ

当
該
冷
蔵
室
の
熱
損
失
（
単
位

ワ
ッ
ト
）
の
値
で
あ
っ
て
、

第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
数
式
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
値
の
合
計

Ｋ

熱
通
過
率
（
単
位

ワ
ッ
ト
毎
平
方
メ
ー
ト
ル
毎
ケ
ル
ビ
ン
）

の
値冷

蔵
室
の
温
度
（
単
位

度
）
の
値

２t

直
接
膨
張
式
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
冷
媒
の
蒸
発
温
度
、
間
接

３t
膨
張
式
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
ブ
ラ
イ
ン
の
温
度
（
単
位

度
）

の
値

４

第
一
項
第
二
号
の
ブ
ラ
イ
ン
冷
却
器
に
係
る
所
要
冷
却
面
積
は
、
次
の

算
式
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
値
と
す
る
。

Ｑ

＝

Ａ

（t
t

）

Ｋ
－
３

４

こ
の
式
に
お
い
て
、

t

及
びt

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値

Ａ
Ｑ

Ｋ
３

４
、

、
、

を
表
す
も
の
と
す
る
。

Ａ

所
要
冷
却
面
積
（
単
位

平
方
メ
ー
ト
ル
）
の
値

Ｑ

当
該
冷
蔵
室
の
熱
損
失
（
単
位

ワ
ッ
ト
）
の
値
で
あ
っ
て
、

第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
数
式
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
値
の
合
計

Ｋ

熱
通
過
率
（
単
位

ワ
ッ
ト
毎
平
方
メ
ー
ト
ル
毎
ケ
ル
ビ
ン
）

の
値ブ

ラ
イ
ン
の
温
度
（
単
位

ケ
ル
ビ
ン
）
の
値

３t

冷
媒
の
蒸
発
温
度
（
単
位

ケ
ル
ビ
ン
）
の
値

４t

５

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
冷
蔵
倉
庫
が
、
冷
却
試
験
、
過

去
の
温
度
記
録
の
調
査
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
当
該
冷
蔵
室
に
お
い
て
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盛
夏
時
に
所
要
の
保
管
温
度
を
維
持
す
る
能
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
は
、
規
則
第
三
条
の
十
一
第
二
項
第
三
号
の
国
土
交
通
大
臣
の
定
め

る
基
準
を
満
た
す
も
の
と
す
る
。

（
倉
庫
管
理
主
任
者
の
設
置
の
基
準
）

第
二
十
条

規
則
第
八
条
第
二
号
の
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
倉
庫
は
、
野

積
倉
庫
、
水
面
倉
庫
、
危
険
品
倉
庫
（
野
積
に
よ
り
貨
物
の
保
管
を
行
う

も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
、
貯
蔵
槽
倉
庫
及
び
冷
蔵
倉
庫
と
し
、
野

積
倉
庫
及
び
水
面
倉
庫
に
あ
っ
て
は
有
効
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

〇
・
五
平
方
メ
ー
ト
ル
、
危
険
品
倉
庫
（
貯
蔵
槽
に
よ
り
貨
物
を
保
管
す

る
も
の
を
除
く
。
）
に
あ
っ
て
は
有
効
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
二

平
方
メ
ー
ト
ル
、
危
険
品
倉
庫
で
あ
っ
て
貯
蔵
槽
に
よ
り
貨
物
を
保
管
す

る
も
の
に
あ
っ
て
は
有
効
容
積
一
立
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
〇
・
四
平
方
メ

ー
ト
ル
、
貯
蔵
槽
倉
庫
及
び
冷
蔵
倉
庫
に
あ
っ
て
は
一
立
方
メ
ー
ト
ル
に

つ
き
〇
・
二
平
方
メ
ー
ト
ル
の
割
合
で
そ
れ
ぞ
れ
換
算
す
る
も
の
と
す
る
。

２

規
則
第
八
条
第
二
号
の
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
値
は
、
一
万
平
方
メ

ー
ト
ル
と
す
る
。

（
倉
庫
の
管
理
に
関
す
る
講
習
）

第
二
十
一
条

規
則
第
九
条
第
一
項
第
三
号
の
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
倉

庫
の
管
理
に
関
す
る
講
習
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
科
目
に
関
し
、

中
欄
に
掲
げ
る
授
業
時
間
数
に
よ
り
、
下
欄
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
の
い
ず

れ
か
を
講
師
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。

授
業
時

科

目

講

師

間

数

関
係
法
規
等
（
倉
庫
業
法

一
時
間

一

国
の
職
員
又
は
職
員
で
あ

（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第

っ
た
者
等
で
倉
庫
業
法
そ
の

二
十
一
号
）
そ
の
他
の
倉

他
の
倉
庫
の
管
理
の
た
め
必

庫
の
管
理
の
た
め
必
要
な

要
な
関
係
法
規
等
に
関
す
る

関
係
法
規
及
び
倉
庫
寄
託

事
項
（
防
火
管
理
及
び
労
働

約
款
に
関
す
る
事
項
（
防

安
全
に
関
す
る
も
の
を
除
く

火
管
理
及
び
労
働
安
全
に

。
）
に
つ
い
て
専
門
的
な
知

関
す
る
も
の
を
除
く
。
）

識
を
有
す
る
者

二

営
業
倉
庫
に
お
い
て
十
年

以
上
実
務
に
従
事
し
た
経
験

を
有
す
る
者

防
火
管
理
（
消
防
法
に
関

一
時
間

一

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の

す
る
事
項
そ
の
他
倉
庫
に

職
員
又
は
職
員
で
あ
っ
た
者

お
け
る
火
災
の
防
止
の
た

等
で
、
消
防
法
に
関
す
る
事

め
必
要
な
事
項
）

項
そ
の
他
倉
庫
に
お
け
る
火

災
の
防
止
の
た
め
必
要
な
事

項
に
つ
い
て
専
門
的
な
知
識

を
有
す
る
者

二

営
業
倉
庫
に
お
い
て
十
年

以
上
実
務
に
従
事
し
た
経
験

を
有
す
る
者

労
働
安
全
（
労
働
安
全
衛

一
時
間

一

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
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生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法

職
員
又
は
職
員
で
あ
っ
た
者

律
第
五
十
七
号
）
に
関
す

等
で
、
労
働
安
全
衛
生
法
に

る
事
項
そ
の
他
の
倉
庫
荷

関
す
る
事
項
そ
の
他
の
労
働

役
等
に
お
け
る
労
働
災
害

災
害
の
防
止
の
た
め
必
要
な

の
防
止
の
た
め
必
要
な
事

事
項
に
つ
い
て
専
門
的
な
知

項
）

識
を
有
す
る
者

二

営
業
倉
庫
に
お
い
て
十
年

以
上
実
務
に
従
事
し
た
経
験

を
有
す
る
者

倉
庫
管
理
実
務
（
入
出
庫

一
時
間

一

倉
庫
業
者
の
組
織
す
る
団

、
保
管
、
荷
役
そ
の
他
の

体
の
職
員
又
は
職
員
で
あ
っ

倉
庫
管
理
業
務
の
実
施
に

た
者
等
で
倉
庫
管
理
業
務
に

関
す
る
事
項
）

つ
い
て
専
門
的
な
知
識
を
有

す
る
者

二

営
業
倉
庫
に
お
い
て
十
年

以
上
実
務
に
従
事
し
た
経
験

を
有
す
る
者

（
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
の
認
定
の
基
準
）

第
二
十
二
条

規
則
第
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
定
温
性
能
の
基
準
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

冷
却
装
置
、
加
熱
装
置
等
を
備
え
る
こ
と
に
よ
り
、
ト
ラ
ン
ク
ル
ー

ム
内
の
温
度
を
一
定
の
範
囲
内
に
保
つ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

二

ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
内
の
見
や
す
い
場
所
に
温
度
計
が
設
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
。

三

第
三
条
の
四
第
二
項
各
号
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

２

規
則
第
二
十
一
条
第
一
項
第
二
号
の
定
湿
性
能
の
基
準
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

一

除
湿
機
、
加
湿
機
等
を
備
え
る
こ
と
に
よ
り
、
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
内

の
湿
度
を
一
定
の
範
囲
内
に
保
つ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

二

ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
内
の
見
や
す
い
場
所
に
湿
度
計
が
設
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
。

三

規
則
第
三
条
の
四
第
二
項
各
号
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

３

規
則
第
二
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
防
塵
性
能
の
基
準
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

一

床
に
防
塵
塗
装
そ
の
他
の
防
塵
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二

ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
内
の
集
塵
の
た
め
、
清
掃
機
そ
の
他
の
機
器
が
備

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

三

保
管
物
品
へ
の
直
接
の
塵
の
付
着
を
防
止
す
る
た
め
の
専
用
保
管
容

器
、
防
塵
カ
バ
ー
等
が
備
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

四

規
則
第
三
条
の
四
第
二
項
各
号
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

４

規
則
第
二
十
一
条
第
一
項
第
四
号
の
防
虫
性
能
の
基
準
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

一

冷
却
装
置
等
を
備
え
る
こ
と
に
よ
り
、
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
内
の
温
度

を
害
虫
の
発
生
を
防
ぐ
一
定
の
温
度
以
下
に
保
つ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

二

除
湿
機
等
を
備
え
る
こ
と
に
よ
り
、
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
内
の
湿
度
を

害
虫
の
発
生
を
防
ぐ
一
定
の
湿
度
以
下
に
保
つ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

三

害
虫
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
内
に
有
効
な
防

虫
剤
又
は
薫
蒸
装
置
が
備
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
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四

規
則
第
三
条
の
四
第
二
項
各
号
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

５

規
則
第
二
十
一
条
第
一
項
第
五
号
の
防
磁
性
能
の
基
準
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

一

磁
気
を
帯
び
た
物
品
が
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
内
に
入
る
こ
と
を
防
止
す

る
た
め
、
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
の
入
口
に
磁
気
セ
ン
サ
ー
が
設
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
又
は
保
管
物
品
へ
の
磁
気
の
影
響
を
防
ぐ
た
め
の
専
用
保
管

容
器
が
備
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二

規
則
第
三
条
の
四
第
二
項
各
号
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

６

規
則
第
二
十
一
条
第
一
項
第
六
号
の
常
温
及
び
常
湿
性
能
の
基
準
は
、

規
則
第
三
条
の
四
第
二
項
各
号
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

（
認
定
マ
ー
ク
）

第
二
十
三
条

法
第
二
十
五
条
の
認
定
を
受
け
た
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
に
係
る

倉
庫
業
者
は
、
当
該
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
が
認
定
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
で
あ
る

こ
と
を
示
す
マ
ー
ク
を
当
該
認
定
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
に
係
る
営
業
所
そ
の

他
の
事
業
所
に
掲
示
し
、
又
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
そ
の
他
の
当
該
認
定
ト
ラ

ン
ク
ル
ー
ム
の
利
用
者
に
配
布
す
る
書
面
上
に
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
マ
ー
ク
は
、
次
の
と
お
り
（
※
２
参
照
）
と
す
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
倉
庫
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律

第
四
十
二
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
四
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。



- 12 -

図中のａおよびｂは、次のとおりとする。

ａ 当該場所が火気取扱施設の場合は３ｍ、業務上火気取扱施設の場合は５ｍ、危険物取扱施設の場合は１０

ｍとする。

ｂ 防火構造、耐火構造又は準耐火構造とすべき部分の高さは、防火構造の場合にあつては、屋根面までの高

さとし、耐火構造又は準耐火構造の場合にあつては、屋根面までの高さに０.５ｍを加えた高さとする。た

だし、当該倉庫の屋根が耐火構造又は準耐火構造である場合にあつては、屋根面までの高さで足りることと

する。

なお、災害防止上不十分である場合又は当該倉庫の高さに比して第８条第１項各号に定める施設が著しく

小規模である場合等にあっては、この限りではない。

a

a

a

0.5m

0.5m

a a

a

0.5m 0.5m

倉　庫

当該場所(A)

当該場所(B)

防火構造、耐火構造
又は準耐火構造

防火構造、耐火構造
又は準耐火構造

（　平　面　図　）

a

（防火構造又は　　　
　準耐火構造の場合）

0.5m

0.5m

0.5m

0.5m

0.5m

防火構造、耐火構造
又は準耐火構造

b

b 防火構造、耐火構造
又は準耐火構造

（防火
構造

又は
　　　

　準耐
火構

造の
場合

）

a

a

当該場所(A)

当該場所(B)

a

a

a

0.5m

※１　（第八条第二項関係）

（　透　視　図　）
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第　　号

1 1

０.５

０.５

1

備考　地の上の部分の色彩は黄色、文字及び記号を黒色、地の左の部分の色彩は
　　　明るい赤色、文字を白色、地の右の部分の色彩は空色、文字を白色とする。　
　　　マークの下には、当該優良トランクルームの有する性能を列記すること。

※２（第22条関係）


